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問環境業務課（☎983‒5340)

　市内の道路や公園を清掃する「まちかどのごみ」ゼロの日を９月28日（日）
（雨天時は10月５日〈日〉）に行います。午前９時までに活動しやすい服装で
次の場所にお集まりください（軍手やごみ袋等は用意します）。

■清掃（集合）場所
清掃場所 集合場所

石清水八幡宮駅と放生川周辺 さざなみ公園
さくら近隣公園と松花堂庭園周辺 さくら近隣公園ポケットパーク

９月28日（日）はごみゼロの日

■八幡市ごみ分別アプリをご
　活用ください

　ごみの分別や収集に関する情報を
スマートフォンで手軽に確認できる
「八幡市ごみ分別アプリ」が大変便
利です。ごみ出しの曜日や、よくあ
るごみの出し方についてのＱ＆Ａ等
も確認できます。ぜひダウンロード
して、ご利用ください。

iOS

Android

よく寄せられるごみの質問Ｑ＆Ａ
Ｑ　布団や寝具類、座布団はどの
ように出したらいいですか。
Ａ　45㍑以下の袋に入れてから
口を結び、燃やさないごみの日
に出してください。
　45㍑の袋に入らない場合は
大型ごみとして、出してくださ
い（有料）。
Ｑ　保冷剤はどのように出したら

いいですか。
Ａ　「燃やさないごみ」の日に出
してください。
Ｑ　充電池やバッテリー（リチウ
ムイオン電池）はごみで出せま
すか。
Ａ　発火し、火災の原因となるた
め、絶対にごみで出さないでく
ださい。小型家電として、環境
業務課や公民館等の小型家電ボ

ックスに出してください。
Ｑ　スプレー缶の中身が残ってい
る場合はどうすればよいですか。
Ａ　燃やさないごみとして出す場
合は、中身をすべて使い切って
から、別の袋に入れて出す必要
があります。
　中身が残っている場合は、環
境業務課までお問い合わせくだ
さい。

　特に注意が必要なごみの捨て方や
分別について、ご協力をお願いいた
します。

ごみ出しの基本的なルール
❶ごみは必ず収集日の朝８時までに
出してください。間に合わなかっ
たときは、次回の収集日に出して
ください。

いとなり、有料です。大型ごみは
環境業務課に持ち込むか、戸別収
集をご利用ください（大型ごみは
１日５点まで）。

多量に出たごみの捨て方
　多量のごみは、ごみの定点収集場
所に絶対出さないでください。
　自己搬入ができる人は、午後３時

❷必ず45㍑以下の白色半透明、ま
たは透明の袋を使用してください
（袋に入っていないごみは収集で
きません）。
❸ごみ袋の数は１回の収集につき１
世帯２袋まで。３袋目からは環境
業務課で販売する有料袋（１枚
150円）を使用してください。
❹45㍑より大きい袋は大型ごみ扱

までに環境業務課へ行き、指示書の
発行を受けてください。その後、城
南衛生管理組合処理施設へ直接搬入
してください。
　自己搬入が困難な人は、市ホーム
ページや「令和７年度八幡市環境事
務所からのお知らせ」に掲載する一
般廃棄物収集運搬許可業者に依頼し
てください。
※運搬料金等は業者にお伺いくださ
い。

正しいごみの捨て方にご協力を

野良猫や鳩への
無責任なエサやりは
やめましょう

となるほか、新たな野良猫の繁殖
につながります。
　また、鳩はエサをやると人を恐
れなくなり、人の生活環境に入り
込み、人気のないベランダ等に集

　「お腹を空かしてかわいそう」
と、安易な気持ちでエサを与えて
いませんか。
　野良猫への無責任なエサやり
は、周辺地域とのトラブルの原因

まり、大量のフンや羽毛による被
害が発生するケースがあります。
エサやりをしないのはもちろん、
鳩がベランダ等に巣をつくらない
よう管理を行いましょう。

　動物愛護週間は、命ある動物の愛護と適正な飼育についての関
心や理解を深めるための週間です。
　法律上、飼い主は動物を飼育するうえで、その習性をよく理解
し、愛情をもって「終生飼養」する責任があります。この機会に、
飼っている動物や身近にいる動物について考えてみましょう。

犬を飼っている人へ

▼犬を飼ったら必ず登録し、鑑札の交付を受けてください。転入
された場合も、以前の鑑札を持って環境業務課にて犬の転入手
続きをしてください

▼犬の譲渡や死亡等、登録状況に変更があれば環境業務課に届出
を

▼鑑札と予防注射済票は首輪に装着しましょう

▼犬を散歩させる際はリードを着けましょう。犬が散歩中にオシ
ッコをしたときは水で流し、フンをしたときは家まで持ち帰る
のが飼い主の責任です

猫を飼っている人へ

▼交通事故や感染症から守るため、室内で飼いましょう

▼避妊・去勢手術を受けさせ、望まない繁殖を防ぎましょう

　次の指定動物病院にて避妊・去勢手
術を受けた場合に、費用の一部を助成
します。
■対象　市に住民登録のある人が、市
内で飼っている猫（保護した猫を含
む）
　※営利目的の場合を除く。
■助成額　１匹５千円（先着順）

■手続き　環境業務課または市内の動
物病院にある交付申請書に必要事項
を記入し、次の❶～❹を持って、手
術後６カ月以内に環境業務課へ

❶獣医師の手術実施証明書（交付申請
書に証明する箇所あり）
❷申請者の住所が分かるもの（運転免
許証等）
❸申請者の振込先の口座番号が分かる
もの
❹手術前の全身写真（交付申請書の裏
面に貼付）

■補助金交付指定動物病院
病院名 所在地 電　話

男山動物病院 男山泉13‒21 982‒7487
赤井動物病院 橋本向山１‒４ 972‒2500
ベル動物病院 男山長沢14‒３ 982‒8192
ふじもり動物総合病院 美濃山宮ノ背56‒２ 972‒3234
ＮＩＣＯ　ＰＥＴ動物病院 欽明台北３‒１ 981‒1711
増田イヌネコ病院 大阪府枚方市楠葉朝日３‒９‒32 072‒856-0555

９月20日～26日は動物愛護週間
猫の避妊・去勢手術費用を助成

火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和７年１月～７月累計（　）内７月分 昨年同期累計
火災出動 19件 (3) 10件
火災以外の出動 268件 (36) 200件
救急出動 2,718件 (458) 2,580件
搬送人員 2,406人 (419) 2,359人

宝くじ助成金で備品を整備
　有都地区二階堂区自治会は、一般財団法人自
治総合センターが宝くじ社会貢献広報事業とし
て実施しているコミュニティ助成事業（宝くじ
助成金）を活用し、複合機やテーブル、イス、
テント等を整備されました。

問市民協働推進課（☎983‒5749) 有都地区二階堂区自治会が購入した備品


